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　スクリーニング開始月と開始 2 ヵ月後の各 5 日間の内服薬持参人数，せん妄ハイリスク薬剤の持
参件数とその内訳を調査した．また，本取り組みについて，病棟担当薬剤師と看護師を対象にアン
ケート調査を行った．
　内服薬持参人数 407 人のうち，せん妄ハイリスク薬剤を 121 人が持参し，ベンゾジアゼピン（BZ）
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緒　　言
　せん妄は，American Psychiatric Association 
（APA：アメリカ精神医学会）の Diagnostic and 





























が，2015 年 11 月に薬剤師の病棟配置が開始され，




























グの開始月である 2016 年 8 月 15 日～ 8 月 19
日（第一期）と 2 ヵ月後の 2016 年 10 月 3 日～










薬剤数に関わらず 1 剤以上で 1 点としている．
薬剤師によるせん妄ハイリスク薬剤の確認
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内服薬持参人数のおよそ 30％を占めた（表 1 ）．
せん妄ハイリスク薬剤持参患者の年齢別内訳
（173 件 /121 名）は，過半数が 70 歳代以上であっ
た（図 4 ）．また，男女比は全体 121 人のうち，
男性 53 人，女性 68 人であり，大きな偏りはな
かった．せん妄ハイリスク薬剤の種類は，睡眠
薬，抗不安薬で全体の 66％を占めた（図 5 ）．
　 2 ．病棟担当薬剤師のアンケート調査
　15 人（回収率 100％）の薬剤師から回答を
得た．薬剤師歴は，1 ～ 5 年目 7 人，6 ～ 10















第一期 260 189 60 83
第二期 302 218 61 90


















看護師歴は，1 ～ 5 年目 22 人，6 ～ 10 年目 14
人，11 ～ 15 年目 6 人，16 ～ 20 年目 4 人，21






































されている 9 ）．しかしながら，未だに GABAA 受
容体作動薬が安易に開始され，漫然と継続されて
いることが実情であり，International Narcotics 
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